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タブレットなどの電子機器が好きなこともあり興味を持って積極的に取り組むことができた。また、文字を書きたいという興味の幅が広がり、自ら操作をして好き
な色、太さを選択して自分の名前などを書こうとする意欲が湧いた。

取組の内容・授業の様子(高等部生活課程)

成果と今後の課題
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東大阪
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タイトル（テーマ）

電子黒板を用いた授業

Ｎｏ．東大阪

令和

4 年 3 月

目的

HR教室に入ることのできない生徒に対して、日々の予定や振り返りを個別に行い見通し

を立てるための取り組みとして活用した。

内容と様子

朝の会では今日の予定、帰りの会では振り返りと明日の予定を確認した。どの授業を頑

張るのか、どの授業を頑張ったのかということを個別にゆっくりと時間をかけて行った。

はじめは時間割を把握しておらず、どの授業においても入室できない様子であったが、

継続して取り組んでいくうちにスムーズに学校生活を送ることができるようになった。


